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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年10月6日(2011.10.6)

【公開番号】特開2010-70701(P2010-70701A)
【公開日】平成22年4月2日(2010.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2010-013
【出願番号】特願2008-242033(P2008-242033)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  77/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/26     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  69/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  77/06    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/08    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/26    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  69/26    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月23日(2011.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）１，５―ジアミノペンタンと炭素数６～１２のジカルボン酸を主要成分として含有
する単量体から構成されるポリアミド樹脂１００重量部に対して（ｂ）変性ポリオレフィ
ン樹脂５～５０重量部、（ｃ）未変性ポリオレフィン樹脂０～５０重量部を配合してなる
ポリアミド樹脂組成物であって、（ｂ）変性ポリオレフィン樹脂と（ｃ）未変性ポリオレ
フィン樹脂が３０～６００ｎｍの範囲の分散粒径で分散していることを特徴とするポリア
ミド樹脂組成物。
【請求項２】
前記（ａ）ポリアミド樹脂がポリペンタメチレンアジパミド樹脂又はポリペンタメチレン
セバカミド樹脂であることを特徴とする請求項１記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項３】
前記（ａ）ポリアミド樹脂の末端アミノ基濃度が２．０×１０－５～１５．０×１０－５

ｍｏｌ／ｇであることを特徴とする請求項１または２記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項４】
前記（ｂ）変性ポリオレフィン樹脂が、エチレン・α－オレフィン系重合体１００重量部
に対して不飽和カルボン酸又はその誘導体０．１～３重量部で変性された変性ポリオレフ
ィン樹脂であることを特徴とする請求項１～３のいずれか記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項５】
前記（ｃ）未変性ポリオレフィン樹脂がエチレンと炭素数３～２０のα－オレフィンとを
共重合して得られるエチレン・α－オレフィン系共重合体であることを特徴とする請求項
１～４のいずれか記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項６】
請求項１～５のいずれか記載のポリアミド樹脂組成物からなる成形品。



(2) JP 2010-70701 A5 2011.10.6

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　すなわち、本発明は、
（１）（ａ）１，５―ジアミノペンタンと炭素数６～１２のジカルボン酸を主要成分とし
て含有する単量体から構成されるポリアミド樹脂１００重量部に対して（ｂ）変性ポリオ
レフィン樹脂５～５０重量部、（ｃ）未変性ポリオレフィン樹脂０～５０重量部を配合し
てなるポリアミド樹脂組成物であって、（ｂ）変性ポリオレフィン樹脂と（ｃ）未変性ポ
リオレフィン樹脂が３０～６００ｎｍの範囲の分散粒径で分散していることを特徴とする
ポリアミド樹脂組成物、
（２）前記（ａ）ポリアミド樹脂がポリペンタメチレンアジパミド樹脂又はポリペンタメ
チレンセバカミド樹脂であることを特徴とする（１）記載のポリアミド樹脂組成物、
（３）前記（ａ）ポリアミド樹脂の末端アミノ基濃度が２．０×１０－５～１５．０×１
０－５ｍｏｌ／ｇであることを特徴とする（１）または（２）記載のポリアミド樹脂組成
物、
（４）前記（ｂ）変性ポリオレフィン樹脂が、エチレン・α－オレフィン系重合体１００
重量部に対して不飽和カルボン酸又はその誘導体０．１～３重量部で変性された変性ポリ
オレフィン樹脂であることを特徴とする（１）～（３）のいずれか記載のポリアミド樹脂
組成物、
（５）前記（ｃ）未変性ポリオレフィン樹脂がエチレンと炭素数３～２０のα－オレフィ
ンとを共重合して得られるエチレン・α－オレフィン系共重合体であることを特徴とする
（１）～（４）のいずれか記載のポリアミド樹脂組成物、
（６）（１）～（５）のいずれか記載のポリアミド樹脂組成物からなる成形品、
を提供するものである。
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